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平
成
1
6
年
度
完
了
を
予
定

「
北
部
第
三
区
画
整
理
事
業
」
に
着
手

mmm系祉踏まljまぢクブ祉《句

11E蒲区画整理事業ヵ1計阪されiM11る蹄野地係

　

市
の
都
市
計
画
に
基
づ
い
て
、
市
街
地
の
北
部
地
域
を
対
象

と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
「
北
部
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
」

が
、
こ
の
ほ
ど
始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
主
体
と
な
る
組
合
が
昨

年
設
立
。
総
事
業
費
は
二
十
九
億
円
で
、
都
市
計
画
道
路
や
公

園
・
緑
地
、
宅
地
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
煎
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

北
部
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業

は
市
街
地
北
部
の
中
野
地
係
を
中

心
に
、
約
二
八
・
二
～
つ
‘
の
区
画
整

理
を
行
う
も
の
で
す
。
対
象
区
域

は
、
中
野
地
係
を
中
心
と
し
て
、

友
江
・
中
挾
・
陽
明
町
三
丁
目
・

中
荒
井
地
係
の
一
部
で
す
。

　

昨
年
十
二
月
二
十
日
、
事
業
に

関
係
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
に

よ
っ
て
事
業
主
体
と
な
る
「
北
部

第
一
こ
L
地
区
画
整
理
組
〈
口
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

望
ま
れ
る
住
み
よ
い
環
境

　

事
業
地
域
は
周
辺
を
国
道
や
市

道
な
ど
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

中
心
部
は
区
画
整
理
さ
れ
て
い
な

い
水
田
と
狭
い
巾
道
な
ど
が
数
本

あ
る
だ
け
で
、
周
辺
か
ら
は
無
秩

序
な
宅
地
化
か
進
ん
で
き
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
行
き
止
ま
り
道
や
狭
い
道
路
だ

け
と
な
り
、
公
園
や
広
場
な
ど
が

無
く
災
害
に
弱
い
、
住
環
境
が
良

く
な
い
ま
ち
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
早
急
な
整
備

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

大
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
近
く

に
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
将
来
の

交
通
体
系
を
考
慮
し
た
土
地
利
用

も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
地
域
で
は
昭
和
六
上
年
ご
ろ

か
ら
区
画
整
理
事
業
の
話
が
持
ち

上
が
っ
て
い
て
、
関
係
者
へ
の
理

解
を
深
め
な
が
ら
計
画
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

道
路
や
公
園
な
ど
整
備

　

事
業
は
国
・
県
・
市
の
補
助
を

受
け
、
ヤ
成
十
年
度
に
着
1
し
、

ト
六
年
度
の
完
r
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

事
業
で
は
、
将
来
の
交
通
体
系

に
対
応
し
た
骨
格
道
路
と
な
る
都

市
計
画
道
路
二
本
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
南
北
に
駅
東
線
が
約
四
百
四

上
回
（
幅
十
四
じ
）
、
東
西
に
中

野
友
江
線
が
約
四
百
八
十
‥
に
（
幅

十
九
い
）
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
良
好
な
市
街
地
を
形
成

す
る
た
め
の
基
盤
造
り
と
し
て
、

区
画
道
路

が
延
長
約

四
千
二
百

口
（
幅
六

～
十
口
）
、

公
園
三
力

所
、
緑
地

一
ヵ
所
な

ど
が
整
備

さ
れ
ま
す

　

ま
た
、

区
画
整
理

事
業
と
併

せ
て
木
瓜

川
の
改
修

な
ど
も
行

な
わ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら

の
整
備
に

よ
り
、
市

街
地
へ
の

入
り
口
に

ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
づ

く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

当
事
業
で
は
こ
れ
ら
の
整
備
の

ほ
か
に
、
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な

る
ま
ち
を
目
指
し
て
特
徴
あ
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

モ
デ
ル
団
地

　

フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン

　

フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
地

場
産
の
木
材
を
利
用
し
た
良
好
な

フォレストタウンのイメージ図



住
環
境
の
木
造
住
宅
団
地
の
＼
J
と

で
す
。

　

当
咀
ぷ

の
約
。
・
八
の
川
地
に
ミ
ト
区

画
（
。
区
画
は
約
町
坪
）
の
分
譲

団
地
を
戸
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
団
地
内
に
新
築
す
る
住
宅

に
は
建
築
様
式
や
外
見
に
。
定
の

基
準
が
設
け
ら
れ
て
、
外
見
の
統

。
化
を
図
る
な
ど
限
観
に
配
慮
し

た
も
の
と
な
0
ま
す
。

　

ま
た
、
小
公
園
や
歩
行
者
川
の

通
路
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
人
野

の
風
L
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
デ
ル
団

地
と
な
る
よ
う
、
緑
と
潤
い
空
間

の
あ
る
も
の
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

水
と
親
し
め
る
公
園

　

心
p
業
地
域
の
西
側
に
あ
る
中
野

清
水
で
は
地
域
に
住
む
人
た
ち
で

つ
く
る
「
中
野
消
水
を
守
る
会
」

の
活
動
に
よ
っ
て
湧
水
池
が
復
活

し
、
新
し
く
幣
備
も
り
わ
れ
ま
し

た
。
現
住
は
水
に
親
し
む
憩
い
の

場
と
し
て
利
川
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
i
i
。
i
i

川
地
を
拡
人
し
、
巾
民
の
皆
さ
ん

が
よ
0
よ
く
利
川
で
き
る
公
園
と

し
て
整
備
を
行
う
戸
定
を
し
て
い

ま
す
。
巾
の
貴
屯
な
財
産
で
あ
る

地
ド
水
を
守
0
、
水
と
親
し
め
る

公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

秋
か
ら
本
格
着
工

　

今
年
の
秋
か
ら
は
、
本
格
的
に

に
心
P
が
始
ま
o
ま
す
。
関
係
地
域

の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区画整理事業

　

区画整理事業は、無秩序な開発を防ぎ安

全で住みよい市街地を造るため、先行的に

道路や公園などを整備し土地の有効利用を

図るものです。

　

道路などの整備とともに土地の形状を利

用計画や開発計画などに合わせて整形する

ため、土地の利川価値が向上します。

　

区画整理事業では、この利用価値の向上

分を権利者が減歩（げんぶ）として上地を

提供し、道路や公園などの公共用地に充て

たり、保留地として処分し事業費に充てた

りすることとしています。

北部箪三十地区画整王學冨掌の計両



平成10年12月末現在の

印可

　

市
の
家
計
簿
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
で
い
る

の
か
、
ま
た
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
つ
て
い
た

だ
く
た
め
、
平
成
十
年
十
二
月
末
現
在
の
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
に
、
市
の
台
所
事
情

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

　

｀
‐
通
。
般
の
歳
人
・
歳
出
を
経
理
す
る
会
計
で
、

民
生
費
、
L
木
費
、
教
育
費
な
ど
巾
の
坊
本
的
な
経

費
が
計
L
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入

予算現額182億972万円

収入済額98億8，827万円
収入率54．3％

歳
出

予算現額182億972万円

支出済額91億7，467万円

支出率50．4％

主
な
普
通
建
設
事
業

…し尿処理施設整備事業

　

………………7億3，650万円

…健康保養施設整備事業

　

………………2億8，403万円

●陽明中大規模改造事業

　

………………2億7，300万円

●中挾団地建設事業

　

………………2億4，038万円

…ファミリーリゾート整備推進

　

事業…………………2億円

…大然記念物整備活用事業

　

……………………9，795万円



特
別
会
計

　

巾
が
特
定
の
I
裳
を
行
う
と
き
に
、
。
般

会
計
と
区
分
し
て
経
川
し
、
そ
の
特
殊
性
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
設
け
ら
わ
て
い
ま
す
。

国民健康

保険事業
老人保健

事業

簡易水道

事業
農業集落
排水事業

下水道事業 企業会計

水道事業

市税の収入状況

地
域
性
生
か
し
た
農
業
の
振
興
に
弾
み

奥
腎
農
協
四
月
に
合
併
へ

一
斉
臨
時
総
会
で
承
認

　

人
野
巾
、
ト
よ

頭
心
の
四
つ
の
農
業
協
同
組
〈
［
が

昨
年
十
一
月
二
十
六
日
に
大
野
市

農
協
会
館
で
、
奥
越
地
区
の
農
業

協
同
組
〈
日
の
広
域
に
お
け
る
八
‐
併

予
備
契
約
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

1
ト
ー
。
月
二
十
日
に
は
、
各
農
業
協

同
組
〈
日
で
臨
時
合
併
総
会
が
。
斉

に
開
か
れ
、
〈
日
併
や
新
し
い
組
〈
‐

の
経
営
計
画
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
、
正
式
に
合
併
が
決
ま
り

ま
し
た
。

名
称
は

　

テ
ラ
ル
越
前

　

新
し
い
組
八
日
は

四
月
。
‐
に
発
足

し
、
名
称
は
「
テ

ラ
ル
越
前
農
裳
協

同
組
〈
‐
」
、
愛
称

は
「
J
Λ
テ
ラ
ル

越
前
」
で
す
。
ト

た
る
心
p
務
所
（
本

所
）
は
、
現
在
の

人
野
市
農
協
会
館

に
μ
か
れ
ま
す
。

　

〈
日
併
後
の
組
〈
日

員
数
は
約
九
千
八

百
人
、
年
間
販
売
高
で
は
県
内
で

．
．
．
位
の
規
模
と
な
り
ま
す
．

事
業
基
盤
の
充
実
な
ど

　

広
域
〈
口
併
に
よ
り
規
模
拡
大
に

伴
う
事
業
基
盤
の
充
実
や
経
費
の

節
減
、
占
I
恣
の
専
門
性
と
信
川
度

の
向
上
、
価
格
交
渉
力
の
強
化
な

ど
が
図
ら
れ
、
奥
越
の
地
域
性
を

生
か
し
た
農
業
の
振
興
に
弾
み
が

つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

合併予備契約調印式



12月定例

市議会

8
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
費
な
ど

一
般
会
計
に
9
億
9
。
9
8
4
万
円
追
加

二尽．S・Iif一般会計の主な事業

◆民生費

　

・介護保険事業（電算システムの開発）

　　

……………………………………………14，000千円

　

・民間保育所運営費………………………21，540千円

◆農林水産業費

　

・県営土地改良事業補助…………………14，209千円

　

・特用林産ふれあいの里整備事業等補助

　　

……………………………………………33，770千円

◆商工費

　

・工業振興助成金…………………………11，074千円

◆土木費

　

・除雪経費…………………………………40，000千円

◆教育費

　

・小学校施設営繕工事………………………3，500千円

　

・小学校教材備品整備事業（木製机・いすの配備）

　　

………………………………………………2，412千円

◆災害復旧費

　

・公共土木施設災害復旧事業…………469，456千円

　

・農業用施設災害復旧事業………………37，932千円

　

・林道施設補助災害復旧事業…………298，809千円

藤井道明氏が

　　

教育長に再任

　

教育長の任期満了に伴い、

12月定例市議会の最終日に教

育委員任命の同意を得た藤井

道明氏が、12月25日の市教育

委員会で教育長に選任されま

した。

　

同月28日に県教育委員会の

承認を受け、第14代教育長に

就任しました。

　

第
2
9
9
回
1
2
月
定
例
市
議
会

が
、
昨
年
の
1
2
月
7
日
か
ら
2
1
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
「
一
般
会

計
補
正
予
算
案
」
「
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
」

な
ど
1
6
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
9
億
9
、
9
8
4
万

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、

1
7
9
億
3
、
5
1
0
万
4
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
同
期
と
比

べ
て
、
1
4
・
2
％
の
増
で
す
。

　

主
要
事
業
は
、
昨
年
8
月
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
や
除

雪
経
費
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。

公
平
委
員
会
委
員

中
村
・
大
谷
両
氏
が
再
任

　

公
平
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
1
2
月
定
例
市
議
会
で
、

中
村
為
氏
（
6
9
歳
・
土
打
）
と
大

谷
忠
一
氏
（
6
9
歳
・
上
舌
）
の
選

任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
4
年
で
す
。

9
8
大
野
市
1
0
大
ニ
ュ
ー
ス
決
定

～
第
1
位
は
中
部
縦
貫
道

　
　
　
　

大
野
I
C
概
要
図
を
公
表
～

　

皆
さ
ん
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
9
8
大
野
市
1
0
大
ニ
ュ
ー

ス
の
投
票
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

　

投
票
総
数
は
、
7
0
9
人
で
、

見
事
に
1
0
項
目
を
的
中
し
た
人
は

1
5
人
で
す
。

　

順
位
と
得
票
数
は
、
次
の
通
り

で
す
。
多
数
の
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
位
中
部
縦
貫
道
大
野
I
C

　
　

概
要
図
を
公
表

　
　
　
　
　
　
　
　

（
6
3
8
票
）

2
位
う
ら
ら
館
が
落
成
・
オ
ー

　
　

プ
ン
（
6
1
3
票
）

3
位
天
谷
氏
が
市
長
に
再
選

　
　
　
　
　
　
　
　

（
5
9
3
票
）

4
位
大
野
市
下
水
処
理
セ
ン
タ

　
　

ー
を
起
工
（
5
5
0
票
）

5
位
集
中
豪
雨
や
台
風
で
被
害

　
　

相
次
ぐ
（
5
4
6
票
）

6
位
大
野
市
健
康
保
養
施
設
を

　
　

起
工
（
5
3
2
票
）

7
位
大
野
市
情
報
公
開
条
例
を

　
　

施
行
（
4
8
6
票
）

7
位
束
縦
貫
線
な
ど
が
都
市
計

　
　

画
決
定
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

（
4
8
6
票
）

9
位
七
間
通
り
の
元
町
会
館
が

　
　

手
づ
く
り
郷
土
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　

（
4
5
5
票
）

1
0
位
イ
ト
ヨ
生
息
地
本
願
清

　
　

水
整
備
計
画
を
公
表

　
　
　
　
　
　
　

（
4
4
5
票
）

当
選
者

穴
田
洋
子
さ
ん
（
木
本
）

荒
矢
大
輔
さ
ん
（
泉
町
）

大
倉
み
ゆ
き
さ
ん
（
八
町
）

大
下
節
香
さ
ん
（
若
杉
町
）

川
端
雅
夫
さ
ん
（
平
沢
）

北
山
孝
雄
さ
ん
（
有
明
町
）

久
保
ま
さ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
阿
難
祖
領
家
）

南
部
恵
美
子
さ
ん
（
元
町
）

山
田
歩
弓
さ
ん
（
東
中
）

吉
田
良
子
さ
ん
（
水
落
町
）

　

1
0
項
目
が
的
中
し
た
人
の
中
か

ら
、
抽
選
で
次
の
1
0
人
に
記
念
品

を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）
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市県民税

所得税
申告

　

今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
け
付
け
は
、
い
ず
れ
も
二
月
十
六
日

火
に
始
ま
り
三
月
十
五
日
月
で
終
了
し
ま
す
。
申
告
に
必
要
な

書
類
や
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
二
月
中
旬
に
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

同
時
に
行
政
区
ご
と
の
詳
し
い
申

告
日
時
や
会
場
な
ど
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
目
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

平
成
上
一
年
一
月
一
日
現
在
、

大
野
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た

人
ま
た
は
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
日
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

■
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

や
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
な
い
人
は
除
く

」
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
…
家

賃
・
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人

　

退
職
金
は
、
勤
務
先
で
分
離
課

税
さ
れ
た
人
を
除
く

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

　

に
よ
る
収
入

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

の
報
酬

◆
年
金
収
人

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

…
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

…
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

　

支
払
証
明
書
な
ど

…
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
（
酋

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
3
）

所
い
得
委
税

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

上
六
日
㈹
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど

で
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
期
限
間

近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
ま
し
よ
う
。
申
告
書

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
者
や
年
金
受

給
者
の
還
付
申
告
は
、
二
月
一
日

⑧
か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

■
平
成
上
年
分
の
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
得
な
ど
の
合
計
額
が
所

　

得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者

　

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合

　

計
額
を
超
え
る
人

■
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
と
年

　

金
を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

　

を
し
て
い
な
い
人
2
給
与
の
年

　

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
3

　

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　

た
人
④
給
与
所
得
や
退
職
所
得

　

以
外
の
所
得
額
が
二
上
万
円
を

　

超
え
る
人

工
給
与
所
得
者
で
、
①
住
宅
を
口

　

I
ン
な
ど
で
購
入
し
た
人
2
多

　

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
3

　

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
④
年

　

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
な
ど

申
告
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
を
、
下
の
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
税
務
署
（
豊
6
6
・
2
1
8

0
）

市県民税の申告日程表

月 日 曜日 会場

2
25 木

市役所別館第2会議室26 金

3

1 月

2 火
下庄公民館

3 水

4 木
（午前）庄林生活改善センター

（午後）南六呂師集落センター

5 金
（午前）乾側公民館

（午後）小山公民館

8 月 富田公民館

9 火
上庄公民館

10 水

11 木
（午前）蕨生集落センター

（午後）木本集落センター

12 金 阪谷公民館

15 月
（午前）五箇ふるさと自然の家

市役所別館第2会議室

受付時間

午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

　

当日、給与所得者や年金受給者の所得税

還付申告も受け付けます。

「自己作成」に協力を

－自分で書いて、郵送でー

所得税確定申告の相談日（土日は休み） 受付時間：午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

農業所得 営業・その他所得

相談会場 相談日 相談会場 相談日

JA大野市本所 2月16日床）～19日③ 大野税務署 2月16日床）～3月15日2

JA上庄本所 2月23日収～25日2 大野市役所 2月25日車～3月1日⑩
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糾万

健康診査

自
分
と
家
族
の
安
心
の
た
め

早
期
発
見
で
適
切
な
治
療

　

一
月
下
旬
に
、
各
区
の
保
健
推
進
員
な
ど
を
通
じ
て
来

年
度
の
各
種
健
康
診
査
の
調
査
表
を
四
十
歳
以
上
で
対
象

と
な
る
人
に
配
布
し
ま
し
た
。
回
収
さ
れ
た
調
査
表
の
結

果
に
基
づ
き
、
五
月
か
ら
各
種
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
日

々
の
健
康
の
保
持
や
増
進
の
た
め
、
健
診
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

低
い
受
診
率

　

平
成
八
～
ト
年
度
の
各
腫
健
康

診
査
の
受
診
数
と
受
診
対
象
者
に

対
す
る
受
診
率
を
、
ド
の
表
に
示

し
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
健
診
と

肺
が
ん
検
診
が
圓
∵
1
％
台
、
そ
の

ほ
か
の
が
ん
検
診
は
I
ト
％
台
と

い
ず
れ
も
低
い
受
診
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
生
活
習
慣
病
健
診
の
結

果
を
み
る
と
、
血
糖
値
・
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
・
血
圧
値
の
高
い

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病
や
動
脈

硬
化
、
脳
卒
中
な
ど
の
危
険
囚
子

と
な
り
得
る
も
の
で
す
が
、
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
予
防
や
治
療
を

怠
り
が
ち
で
す
。
特
に
糖
尿
病
患

者
は
成
人
の
ｔ
人
に
一
人
の
割
合

と
い
わ
れ
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は

約
牛
数
で
す
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
で
は
福
井
県

の
傾
向
と
し
て
、
特
に
四
t
歳
代

の
乳
が
ん
患
者
が
ほ
か
の
年
代
に

比
べ
て
多
く
、
検
診
に
よ
る
発
見

数
も
四
ｔ
歳
代
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
四
十
歳
代
の
乳

が
ん
検
診
受
診
率
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
肖
巾
で
も
貨
体
の
受
診
率

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は

唯
。
自
己
検
診
の
で
き
る
も
の
で

す
が
、
年
一
回
の
検
診
は
ぜ
ひ
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

大
切
な
精
密
検
査

　

精
密
検
査
の
通
知
が
届
い
て
も

受
診
し
な
い
人
が
晦
年
み
ら
れ
ま

す
。
い
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
よ
り

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
身
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的

負
担
も
軽
く
て
済
み
ま
す
。
検
査

を
受
け
ず
に
放
っ
て
お
い
て
r
遅

れ
に
な
る
の
は
、
最
も
怖
い
こ
と

で
す
。
自
分
の
た
め
に
も
家
族
の

た
め
に
も
、
詳
し
い
検
査
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
都
〈
日
で

指
定
日
に
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、

実
施
日
一
覧
表
で
都
合
の
良
い
日

に
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

各種健診の受診者数（人）と受診率（％）

年度 延滞病 肺がん 胃がん 大腸がんf宮がん乳がん

89碑？　
（率）

3，396 3，325 1，796 2，111 1，321 1．304

44．7 44．1 23．8 27．9 25．0 24．7

9礁？　
（率）

3，474 3，402 I、943 2、142 1．315 1．347

47．1 46．1 26．3 29．0 25．4 26．0

櫓
3，422 3．330 1．836 2．113 1．229 1、236

44．7 43．5 24．0 27．6 21．2 21．3

ちょつと気になる栄養の話

　　

「バレンタインにはチョコよりキスを」。

これは、米田で生活習慣病や虫歯の原囚にな

るH‘いものの食べ過ぎ対策として行われた運

動です。［↑いものを贈るときは、相手の健康

状態をみて贈りましょうという意識改革だっ

たようです。

　

チョコレートはカカオマスと砂糖、牛乳、

ココアバターを加えて作られています。最近

チョコレートの原料のカカオ中の生理活性物

質として多方面から研究されているのが、ポ

リフェノールです。お茶にも多く含まれ、ガ

ンなど様々な生活習慣病につながる生体の酸

化を防ぐ抗酸化効果が有名です。胃潰瘍の抑

制や、肝臓、腎臓、脳にも到達して、体の酸

化を防ぐ作川を示す可能性があるといわれて

います。

　

相1の健康を気遣って、F一粒のチョコレ

ートに大きな愛情」を込めて・・・

皆キんの蒙昧づ0。口り幣：；日「山まで・偏禰ヤンター1豊65・733削



暮
ら
し
の

ア
万
集
r
バ
イ
ス

万々肩付叫

専門機関に相談を

　

最
近
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
サ
ラ
金
業
者
の
自
動
契

約
機
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
で
ち
ょ
っ
と
借
金
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
多
重
債
務
に
陥
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
何
を
注

意
す
れ
ぼ
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
万
が
一
陥
っ
た
場

合
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

怖
い
金
銭
感
覚
の
ま
ひ

　

多
重
債
務
に
よ
る
個
人
の
自
己

破
産
巾
し
応
て
件
数
は
年
々
増
加

し
、
一
九
九
L
年
に
は
全
国
で
L

万
件
を
越
え
、
返
済
に
＆
し
ん
で

い
る
多
重
債
務
者
は
数
十
万
人
に

ト
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

増
加
の
原
囚
に
は
、
消
費
者
信

川
業
界
の
競
争
激
化
に
よ
る
過
剰

な
貸
し
付
け
や
、
誰
と
も
顔
を
〈
口

わ
せ
ず
に
借
り
入
れ
で
き
る
「
無

人
契
約
機
」
の
淳
及
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
側
に
も
そ

の
借
り
入
れ
の
簡
単
さ
か
ら
、
借

金
に
対
す
る
金
銭
感
覚
の
ま
ひ
が

挙
げ
ら
4
1
ま
す
。

　

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

①
自
分
の
収
支
を
し
っ
か
り
竹
理

　

す
る

②
ク
レ
ッ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
川

　

は
、
借
金
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　

を
自
覚
す
る

③
力
－
ド
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
の

　

金
利
は
、
サ
ラ
金
並
み
の
高
金

　

利
な
の
で
安
易
に
利
川
し
な
い

紹
介
屋
な
ど
に
注
意

　

雑
誌
や
折
り
込
み
広
告
に
、
「
借

り
入
れ
件
数
の
多
い
人
で
も
即
融

資
」
「
低
利
へ
切
り
替
え
で
。
本

化
」
な
ど
と
宣
伝
し
て
、
多
重
債

務
者
を
食
い
物
に
す
る
「
紹
介
屋
」

「
整
理
雛
」
に
よ
る
肢
心
‥
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

　

紹
介
屋
は
、
融
資
の
巾
し
込
み

を
し
て
き
た
多
屯
債
務
者
に
対
し

自
分
で
は
融
資
を
せ
ず
に
、
ほ
か

の
金
融
業
者
を
紹
介
し
て
融
資
額

の
二
～
五
割
の
紹
介
料
を
ピ
ン
ハ

ネ
す
る
業
者
で
す
。
さ
も
自
分
が

働
き
か
け
た
か
ら
融
資
を
得
ら
れ

た
か
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
が
、

実
際
に
は
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

整
理
屋
は
、
多
屯
債
務
者
か
ら

高
額
な
手
数
料
を
収
っ
て
偵
務
整

理
を
行
い
ま
す
が
、
結
岫
は
借
金

が
増
え
る
だ
け
で
す
。

自
己
破
産
は
最
後
の
手
段

　

債
務
の
返
済
が
困
難
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
業
者
と
交
渉
し
て
自

分
の
収
人
の
範
囲
内
で
艮
期
分
割

払
い
を
収
り
決
め
る
「
任
意
整
川
」

の
方
法
を
採
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
債
務
額
が
多
す
ぎ
て
任

意
整
理
に
よ
る
返
済
が
不
可
能
な

と
き
は
、
地
方
裁
判
所
に
破
産
申

し
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

破
産
宣
告
を
受
け
る
と
、
企
財
産

と
全
借
金
が
凍
結
さ
れ
ま
す
。
破

産
宣
告
に
よ
っ
て
、
債
務
行
の
不

動
産
や
自
動
巾
、
生
命
保
険
な
ど

の
財
産
は
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
生
活
必
需
品
は
処
分

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

戸
籍
や
住
民
柴
に
載
っ
た
り
、
選

挙
権
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
よ
う

な
不
利
益
は
受
け
ま
せ
ん
。

　

破
産
宣
告
を
受
け
た
後
で
、
残

っ
た
俳
金
に
つ
い
て
責
任
を
免
除

し
て
も
ら
う
免
責
申
し
立
て
を
し

ま
す
が
、
借
金
の
多
く
が
ギ
ャ
ン

ブ
ル
や
浪
費
に
よ
っ
て
増
大
し
た

場
八
‐
な
ど
に
は
、
免
責
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
破
産

中
し
と
て
は
最
後
の
手
段
で
す
。

　

自
分
の
収
人
の
範
囲
内
で
返
済

が
困
難
に
な
っ
た
ら
、
返
済
の
た

め
の
借
金
は
し
な
い
で
、
弁
護
士

会
や
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専

門
機
関
に
相
談
し
ま
し
よ
う
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ豊66・1111内線464 りi役所
生活環境課ノ



市民⑩

ぺ≠ジ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

ヤッホーそり遊び

　

（亀山ゲレンデ）

＜1るー・39登場 かたかごの会

古
典
の
原
文
に
触
れ
よ
う

　

昨
年
の
五
月
か
ら
十
月
ま
で
、

毎
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
「
源
氏
物

語
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
ヵ
月
と
長
い
期
間
で
し
た
が
、

平
均
で
四
十
五
人
の
人
た
ち
が
受

講
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
を
企
画

し
た
の
が
、
か
た
か
ご
の
会
（
会

員
数
十
一
人
）
で
す
。
「
か
た
か

ご
」
は
、
万
葉
集
で
詠
ま
れ
て
い

る
カ
タ
ク
リ
の
古
名
。
亀
山
に
カ

タ
ク
リ
の
花
が
よ
く
咲
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
名
付
け
ま
し
た
。

　
　

「
占
典
と
い
う
と
、
学
校
で
の

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も

多
い
で
す
が
、
本
当
は
楽
し
い
も

の
で
す
。
占
典
を
原
文
で
読
む
こ

と
で
、
面
白
さ
が
分
か
り
ま
す
。

数
多
く
あ
る
古
典
の
中
で
も
、
み

ん
な
が
知
っ
て
い
る
源
氏
物
語
は
、

世
界
に
通
用
す
る
文
化
遺
産
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
源
氏
物

語
の
本
当
の
面
白
さ
を
知
っ
て
み

よ
う
、
古
典
と
い
う
も
の
に
触
れ

て
み
よ
う
と
、
こ
の
よ
う
な
講
座

を
企
画
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
光

源
氏
の
生
涯
を
た
ど
つ
て
み
ま
し

た
。
生
涯
を
六
回
で
読
も
う
な
ん

て
ち
ょ
つ
と
強
引
で
し
た
が
、
全

体
を
読
ん
で
初
め
て
分
か
る
雰
囲

気
な
ど
が
味
わ
え
、
意
義
は
あ
つ

た
と
思
い
ま
す
」
と
、
代

表
の
藤
田
さ
ん
は
ほ
ほ
笑

み
ま
す
。

　

講
座
で
、
講
師
と
な
っ

た
日
本
体
育
大
学
の
川
本

教
授
は
、
藤
田
さ
ん
の
恩

師
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
「
自

分
で
は
、
な
か
な
か
読
め

な
い
も
の
で
す
が
、
先
生

の
話
は
と
て
も
楽
し
い
も

の
で
、
源
氏
物
語
の
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

物
語
が
作
ら
れ
た
時
代
の

息
吹
が
感
じ
ら
れ
、
古
典

の
面
白
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な

古
典
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
、
会
員
の
皆
さ
ん

も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

今
年
は
、
「
宇
治
十
帖
」
を
読

む
講
座
を
計
画
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
か
た
か
ご
の
会
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
代
表
の
藤
田
孝
子
さ
ん

（
豊
6
6
・
2
8
3
9
）
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
四
季
の
手
作
り
果
実
酒
』

　

お
酒
を
テ
ー
マ
に
し
た
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
の
三
冊
目
は
、
手
作
り
果

実
酒
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

手
作
り
の
果
実
酒
と
い
え
ば
梅

酒
が
定
番
で
、
風
邪
が
気
に
な
る

こ
の
季
節
に
は
、
カ
リ
ン
酒
が
お

馴
染
み
で
す
。
こ
の
本
は
、
例
え

ば
「
2
月
上
旬
に
作
り
た
い
酒
」

な
ど
と
、
月
ご
と
に
作
れ
る
お
酒

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
種
類
も
豊

富
で
、
中
に
は
意
外
な
材
料
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。
果
実
酒
と
う
た

い
な
が
ら
花
や
葉
っ
ぱ
、
根
っ
こ

な
ど
の
お
酒

も
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
カ
ラ

ー
写
真
な
の

で
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い

な
い
材
料
の

物
で
も
身
近

に
感
じ
ら

れ
、
「
ち
よ

つ
と
探
し
て
み
よ
う
か
な
？
」
と

い
う
気
分
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

出
来
た
お
酒
の
色
が
カ
ラ
ー
と
い

う
点
も
、
実
際
に
作
っ
て
み
る
と

き
の
参
考
に
な
り
そ
う
で
す
（
特

に
心
配
性
の
人
に
は
安
心
材
料
に

な
り
ま
す
）
。

　
　

「
3
月
中
・
下
旬
に
作
り
た
い

酒
」
に
、
当
市
の
花
コ
ブ
シ
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ブ
シ
の
花

の
蓄
（
つ
ぼ
み
）
は
昔
か
ら
漢
方

で
、
鼻
炎
・
頭
痛
・
歯
痛
な
ど
に

用
い
ら
れ
、
コ
ブ
シ
酒
は
、
疲
労

回
復
・
安
眠
・
風
邪
・
強
壮
・
美

容
な
ど
に
ょ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
心
地
よ
い
香
り
で
精
神
の

安
静
効
用
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

探
す
楽
し
み
、
見
る
楽
し
み
、

摘
む
楽
し
み
、
作
る
楽
し
み
、
そ

し
て
味
わ
う
楽
し
み
。
果
実
酒
は

た
く
さ
ん
の
楽
し
み
を
感
じ
ら
れ

る
飲
み
物
な
ん
で
す
ね
。
ほ
か
の

お
酒
で
は
決
し
て
味
わ
え
な
い
楽

し
み
に
、
出
会
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
容

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　　

『四季の手作り果実酒』

大海淳著主婦と生活社
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私宅／u－Vこ，そ

奥
越
の
呼
称
を
東
越
に
し
て
は

Q

　

私
は
最
近
、
「
奥

越
」
と
い
う
呼
称
に

違
和
感
を
感
じ
ま
す
。

大
野
巾
や
勝
山
巾
、
和
泉
村
は
、

果
た
し
て
越
前
の
奥
な
の
で
し
ょ

う
か
。
完
‐
、
和
泉
村
へ
行
っ
た

と
き
、
中
京
方
面
の
巾
が
と
て
も

多
く
び
っ
く
0
し
ま
し
た
。
束
海

北
陸
自
動
巾
道
白
鳥
イ
ン
タ
ー
の

開
通
で
、
中
京
方
面
か
ら
の
観
光

客
が
増
え
た
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
様
子
か
ら
「
も
う

越
前
の
奥
で
は
な
い
。
中
京
に
通

じ
る
越
前
の
束
玄
関
だ
」
と
、
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　
　

「
奥
」
と
い
う
。
三
い
葉
は
、
品
が

あ
っ
て
重
み
を
感
じ
ま
す
が
、
。

方
で
は
陰
気
で
暗
い
雰
囲
気
が
あ

り
、
マ
フ
ナ
ス
フ
メ
ー
ジ
が
付
き

ま
と
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か

ら
越
前
（
福
井
県
）
の
束
玄
関
と

な
る
地
域
と
し
て
、
前
向
き
に
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
「
束
越
」

と
い
う
呼
称
は
ど
う
で
し
よ
う
。

関
係
機
関
な
ど
で
、
検
討
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
匿
々
1
1
1
）

　
　

「
奥
越
」
と
い
う

呼
称
は
、
当
市
と
勝

山
巾
、
和
泉
村
の
こ

巾
。
村
の
地
域
を
対
象
と
す
る
も

の
で
、
越
前
で
は
地
形
な
ど
か
ら
、

奥
に
位
置
付
け
さ
れ
る
地
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
命
名
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
道
路
整
備
計

画
に
よ
り
、
中
京
圏
か
ら
は
福
拝

県
（
越
前
）
の
束
玄
関
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
東
海
北
陸
自
動
車

道
の
名
神
高
速
道
路
直
結
、
中
部

縦
貫
自
動
巾
道
・
油
坂
峠
道
路
の

供
川
開
始
で
、
今
後
、
中
京
圏
か

ら
直
接
乗
り
入
れ
可
能
な
玄
関
日

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
当

地
域
を
越
前
の
奥
で
は
な
く
、
束

玄
関
と
す
る
新
た
な
地
域
振
興
策

を
進
め
て
い
こ
う
と
、
二
市
一
村

で
構
成
す
る
広
域
圏
に
お
い
て
も

真
剣
に
討
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
「
奥
越
」
と
い
う
呼
称
に
つ

い
て
も
話
題
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
呼
称
に
は
奥
ま
っ
た
地

域
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

雄
大
な
自
然
な
ど
を
神
秘
的
に
と

ら
え
た
深
み
を
も
つ
と
こ
ろ
や
、

み
ん
な
が
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
と

い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

い
ろ
ん
な
面
か
ら
の
討
議
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
（
総
合
政
策

課
長
）

　

「
奥
越
」
に
か
わ
る
呼
称
を
と

い
う
意
見
に
つ
い
て
は
、
呼
称
の

歴
史
的
な
背
景
な
ど
が
あ
り
、
慎

重
に
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
（
大
野
・
勝
山
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
）

W萌歌

世
界
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
に
出
場

佐
々
木
峰
子
オ
（
ト
よ
庄
林
）

　

佐
々
木
さ
ん
は
現
在
、
筑
波
大

学
大
学
院
に
在
籍
す
る
学
生
で
す
。

昨
年
八
月
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ト
ロ

ン
ト
ハ
イ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
世

界
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
選

手
権
」
に
、
口
本
代
表
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
と
し
て
行
う
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
は
、
地
図
と
コ
ン
パ
ス

だ
け
で
指
定
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
通
過
し
、
目
的
地
ま
で

の
時
間
を
競
う
も
の
で
す
。

　
　

「
道
の
つ
い
て
い
な
い
野
山
を

地
図
を
見
な
が
ら
走
る
競
技
で
す

か
ら
、
車
の
ラ
リ
ー
競
技
に
似
て

い
ま
す
ね
。
や
ぶ
の
中
を
走
る
の

で
、
足
は
擦
り
傷
が
絶
え
ま
せ
ん
・

結
構
き
つ
い
競
技
で
す
。
で
も
私

は
、
自
然
が
好
き
で
、
普
通
の
道

よ
り
山
の
中
を
走
っ
て
い
る
方
が

楽
し
く
感
じ
る
の
で
、
自
分
に
は

向
い
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
生
懸
命
に

練
習
し
た
結
果
が
す
ぐ
に
、
順
位

な
ど
に
表
れ
る
こ
と
も
競
技
を
楽

し
く
感
じ
る
一
つ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
次
の
世
界
学
生
選
手
権
と

二
〇
〇
五
年
に
日
本
で
開
催
予
定

の
世
界
選
手
権
を
目
標
に
、
競
技

を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
、

目
を
輝
か
せ
る
佐
々
木
さ
ん
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

「
父
が
山
好
き
で
、
山
菜
採
り

や
ク
リ
拾
い
な
ど
に
よ
く
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
の
で
、
自
然
が
好

き
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
野
に
は
水
を
は
じ
め
、
多
く
の

自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

自
然
を
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
佐
々
木

さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

工り斌卵瞬莉S司政

お
知
ら
せ

・
シ
ョ
ー
ト
テ
‐
－
ス
教
室

　

市
公
比
ハ
施
設
管
理
公
社
で
は
、

施
設
の
有
効
利
川
を
進
め
る
と
比
ハ

に
、
杵
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
な
ど

に
役
な
て
て
も
ら
お
う
と
、
シ
ョ

ー
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
3
月
3
日
～
3
1
日
ま
で
の

　

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～
9
時

　

（
計
5
回
）

場
所
有
終
会
館

対
象
巾
内
の
一
般
男
女
（
小
・

　

中
・
高
校
生
の
参
加
も
可
）

講
師
大
野
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員

定
員
先
着
2
0
人

受
講
料
2
0
0
円
（
傷
害
保
険

　

料
含
む
・
当
日
持
参
）

準
備
物
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ュ
ー

　

ズ
．
運
動
の
で
き
る
服
装

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し
込

　

み
用
紙
で

申
込
期
限
2
月
2
5
日
2
（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

公
共
施
設
管
理
公
社
（
天
神
町

　

1
－
1
9
有
終
会
館
内
豊
6
5
・
8

　

7
6
6
）



世界で活躍する人たち

　

巾内には、111：腎の舞台で活躍する人たちがいます。そ

のノ、たちの、一部を紹介します。

　

丿！zJ、の仲回7FI府ぶこと91
Ls扨回目川［・、w昭涸iこ］果j

茜
町
の
武
井
康
弘
さ
ん

i回以I琳面面］紹灯邸μ
附言味大節聊yl茫丿紗

下
麻
生
嶋
の
前
川
公
男
さ
ん

　

lll国浙江宵のlillll書画

貼I勣｛りり賞

開
成
中
学
校
の
川
崎
翔
一
郎
君
と

　
　
　
　
　
　

高
津
麻
季
子
さ
ん

　

£－l卯Qi－の回一リ9JツiEiぞSI？
J，stfi私叫

茜
町
の
坂
下
美
香
さ
ん

野球教室や交流会も開催
正津選手後援会が発足

　

プロ野球・中日ドラゴンズで活躍するllミ津昿よミ投rを

応援する後援会が12月271し允足しました。llモ沖選rの

野球教室も開催さわ、参加した小学生は熱心に話を闘い

ていました。また、設、y総会と交流会には、多く（ノ）巾民

が参加。llモ津選rにエー‥リレを送oました。

　

－s°S・－χ｀’泗茸を指導す奇正津選毛

匹四a

元町会館に「小判つり」
越前こぶし組が飾り付け

　

ノリJil（を迦行している「越｜狗こぶし組」が12」」27日、

発着場所として利川している元町会館の掃除と「小判つ

o」を行ないました。「小判つりバま、繁栄を願い占く

から伝わる風習です。訪れる人みんなに、岫が束るとい

いてすね。

’＿’5．：：’；・m●●● 粘遇回底場



話循回底場

・楽しく遊ぶ子供たち

みんなで楽しく

昔ながらの伝承遊び

　

丿川JJ、巾内の児硲センターで

は、かるた収oやこま回し、けん1ミ

などの伝承遊びが行われました。T

Vゲームなどと違い体の令体を使う

片ながらの遊びに、白几たちも少し

パ惑っていましたが、すぐに慣わ楽

しそうでした。

歌声高らかに

市民らが第九演奏会

　

12I123II、第3川人野第九演灸会

が有終会館で開かれました。市民ら

約200人が参加する人：野第九ΓΥ叫

団と、関叫フィルノヘーモニ一竹弦楽

団が共演。4人のソロ歌Lとともに、

）lしく力強い歌声で聴衆を魅fして

いました。

匪7原司

彭溌を楽しむ参加者

ニュースポーツに挑戦

シャッフルボード教室

　

ド庄小学校で12月19日、ニュース

ポーツ「シャッフルボード」の教室

が開かれました。縦長のコート1こで

ディスク（円盤）をキュー（棒）で

突き滑らせ、得点ゾーンのスコアを

競うゲームに、参加者もすぐに熱中

し、楽しんでました。

中京からの入り込み期待

岐阜白鳥町に案内看板

　

大野のイメージフップと観光人り込みの増加を図ろう

と、岐県県白鳥町に市の案内看板が設置さわました。場所

は束海北陸自動中C道自鳥インター一近く。陥拝の束玄関とし

てのPk活動で、これをきっかけに人の流れが期待されま

す。

官i7応7習印ifi

完成じた堂本ふ珀6戸会蜃

堂本区の活動拠点

ふれあい会館が完成

　

堂本で1月10日、ふれあい会館の落成式が行われました。

この会館は、木造平屋建てで約167平方卜、総事業費は

約2574万円。岫自治総合センターから、宝くレ倅及広

報事業の一環として助成を受け建設されました。今後、地

域活動の拠点として利用されます。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

2月

●
縦
覧
し
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

平
成
H
年
度
分
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
3
月
1
日
⑥
～
2
3
日
㈹
の

　

就
業
時
間
内

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

資
格
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合

　

は
委
任
状
も
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
税
務
課

　

資
産
税
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
2
5
）

●
健
康
づ
く
り
教
室

　

市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
は
、
健

康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

健
康
増
進
、
体
力
向
上
の
た
め

に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
3
月
5
日
～
2
6
日
ま
で
の

　

毎
週
金
曜
日
午
後
2
時
3
0
分
～

　

4
時
3
0
分
（
計
4
回
）

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
の
一
般
男
女

内
容
健
康
体
操

講
師
小
林
亜
矢
子
さ
ん

定
員
2
0
人

受
講
料
4
0
0
円
（
傷
害
保
険

　

料
）

準
備
物
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ュ
ー

　

ズ
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
期
限
2
月
2
6
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
1

　

4
3
3
）

●
冬
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
を

市
民
大
会
開
催

　

大
野
市
体
育
協
会
で
は
、
各
競

技
団
体
の
運
営
に
よ
る
市
民
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
寒
い
時
期

で
す
が
、
体
を
動
か
し
気
分
を
す

っ
き
り
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
3
月
1
4
日
⑨
・
2
1
日
図
午

　

前
9
時
～

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
1
4

　

口
）
・
有
終
会
館
（
2
1
日
）

参
加
資
格
市
内
で
活
動
し
て
い

　

る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

参
加
費
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

申
込
期
限
2
月
2
6
日
面

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

事
務
局
荒
矢
大
輔
さ
ん
（
富

　

田
公
民
館
豊
6
6
・
4
1
0
1
）

◆
市
民
綱
引
大
会

日
時
2
月
2
1
日
計
午
前
8
時
1
5

　

分
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
1
6
歳
以
上

　

の
人
（
高
校
生
は
除
く
）

競
技
種
目
男
子
の
部
・
女
子
の

　

部
・
男
女
混
合
の
部

チ
ー
ム
編
成
1
2
人
以
内

参
加
費
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

申
込
期
限
2
月
1
0
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
綱
引
協
会
事
務
局
金
森

　

幸
治
さ
ん
（
中
野
町
1
丁
目
1

　

－
1
5
容
6
6
・
3
6
9
1
）

●
画
集
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ふ
る
さ
と
グ
ラ
フ
テ
ィ
福
井

　

2
1
世
紀
に
伝
え
た
い
「
ふ
る
さ

と
福
井
」
の
多
彩
な
情
景
が
、
漫

画
家
の
青
柳
裕
介
さ
ん
と
、
い
が

ら
し
ゆ
み
こ
さ
ん
の
共
作
で
画
集

に
な
り
ま
す
。
県
で
は
、
こ
の
画

集
を
全
国
で
一
万
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

　

人
し
、
「
画
集
希
望
」
と
明
記

　
　

（
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
も
可
）

　

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
ま
す
。

応
募
先
〒
9
1
0
1
8
6
9
1

　

福
井
中
央
郵
便
局
私
書
箱
1
3

　

5
号
「
画
集
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」

　

（
フ
ァ
ク
ス
0
7
7
9
・
2
1
・

　

7
3
2
3
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

ア
ド
レ
ス
：
h
t
t
p
：
／
／
w
w
w
2
．
i
n
t

　

e
r
b
r
o
a
d
．
o
こ
p
／
f
u
r
u
s
a
t
o
／
）

応
募
締
切
日
2
月
2
1
日
⑥
（
当

　

日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先
県
総
務
部
市
町

　

村
課
振
興
グ
ル
ー
プ
（
a
0
7

　

7
9
・
弛
・
0
2
6
1
J

●
赤
十
字
講
習
会

「
家
庭
で
の
看
護
方
法
」

　

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
家
庭
で

だ
れ
に
で
も
で
き
る
看
護
の
方
法

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
3
月
口
日
⑥
・
1
8
日
④
・

　

1
9
日
②
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所
市
役
所
I
階
中
会
議
室

対
象
3
日
間
通
し
て
参
加
で
き

　

る
人
（
性
別
・
年
齢
は
不
問
）

受
講
料
3
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト

　

代
）

定
員
先
着
3
0
人

申
込
期
限
3
月
1
2
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
5
）

交通
安令

J
r
I
ツ
S
r

ポ
イ
ー

バ
ッ
テ
リ
ー
が

　

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

こ
の
季
節
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
ブ
ー

ス
タ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
、

一
時
的
に
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す

る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が

っ
た
車
と
正
常
な
車
の
パ
ー
キ

ン
グ
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
ま
す
。
ブ
ー
ス
タ

ー
ケ
ー
ブ
ル
に
は
赤
と
黒
の
二

本
が
あ
り
、
赤
を
田
側
、
黒
を

⑤
側
に
使
用
し
ま
す
。
赤
ケ
ー

ブ
ル
の
ク
リ
ッ
プ
を
、
上
が
っ

た
バ
ッ
テ
リ
ー
の
田
プ
ラ
グ
に

接
続
し
、
反
対
側
の
ク
リ
ッ
プ

を
、
正
常
な
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー

田
プ
ラ
グ
に
接
続
し
ま
す
。

　

次
に
、
黒
ケ
ー
ブ
ル
を
上
が

っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
の
⑤
プ
ラ
グ

に
接
続
し
、
最
後
に
反
対
側
ク

リ
ッ
プ
を
、
正
常
な
車
の
エ
ン

ジ
ン
な
ど
の
金
属
部
分
に
し
っ

か
り
と
接
続
し
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
接
続
後
、
正
常
な

車
の
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
、
次
に

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
ず
に
、
バ
ッ

テ
リ
ー
が
上
が
っ
た
車
の
エ
ン

ジ
ン
を
掛
け
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン

が
掛
か
っ
た
ら
、
逆
の
順
序
で

ケ
ー
ブ
ル
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
の
車
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の

容
量
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

容
量
に
合
っ
た
ブ
ー
ス
タ
ー
ケ

ー
ブ
ル
を
選
び
ま
し
よ
う
。



…INFORMATION

…
貯
蓄
生
活
設
計

　
　

普
及
地
区
を
募
集

　

県
で
は
、
合
理
的
な
生
活
設
計

や
計
画
的
な
貯
蓄
の
習
慣
を
身
に

付
け
る
た
め
、
普
及
地
区
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
地
区
数
1
地
区

募
集
期
間
2
月
1
9
日
隋
・
ま
で

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

6
3
）

●
物
価
や
消
費
者
問
題
の

　

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
物
価
問
題
や
消
費
者
問

題
に
つ
い
て
、
意
見
や
情
報
の
提

供
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
募
集
す
る
の
は
、
経
済

企
画
庁
物
価
モ
ニ
タ
ー
と
県
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
で
す
。
募
集
人
数

や
明
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
〈
口
わ

せ
先
ま
で
。

募
集
期
間
2
月
1
9
日
②
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

　

3
）

・
最
新
医
療
に
学
ぶ

　

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新

の
健
康
づ
く
り
や
医
療
の
情
報
を

知
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
女
性
特
有
の
病
気
と
予
防
法

日
時
2
月
1
7
日
2
午
後
1
時

　

3
0
分
～

講
師
福
井
医
科
大
学
小
辻

　

文
和
教
授

◆
心
の
健
康
～
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
～

　

日
時
2
月
2
1
日
2
午
後
1
時

　
　

3
0
分
～

　

講
師
福
井
医
科
大
学
日
下

　
　

幸
則
教
授

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
申
込
期
限
2
月
1
0
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
晋
6
5
・
7
3

　

3
3
）

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

　

学
び
ま
せ
ん
か

　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
教
室
を
企
画
し
て
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

◆
英
会
話
教
室

　
　

初
級
と
中
級
の
2
ク
ラ
ス
に

　

分
け
て
開
催
。
英
語
が
全
然
話

　

せ
な
い
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

日
時
2
月
2
5
日
～
5
月
1
3
日

　
　

ま
で
の
4
月
1
日
・
2
9
日
を

　
　

除
く
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時

　
　

3
0
分
～
9
時
（
計
1
0
回
）

　

講
師
市
内
の
英
語
指
導
助
手

　

定
員
初
級
、
中
級
を
合
わ
せ

　
　

て
先
着
3
0
人

　

受
講
料
2
0
0
0
円

　

準
備
物
筆
記
用
具

◆
ワ
イ
ン
と

　
　
　

ワ
イ
ン
に
あ
う
料
理
教
室

　
　

ワ
イ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を

　

学
び
、
ワ
イ
ン
に
あ
う
パ
ン
や

料
理
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
ワ

イ
ン
を
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

日
時
3
月
7
日
2
午
前
1
0
時
～

講
師
近
藤
伸
彦
さ
ん

定
員
先
着
1
5
人

受
講
料
2
0
0
0
円

準
備
物
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
受
講
料
を
添
え
て

　

直
接
申
込
先
へ

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

7
2
2
1
）

●
ち
び
つ
こ
探
険
学
校

　
　
　

参
加
者
を
募
集

　

青
少
年
の
国
際
交
流
を
進
め
て

い
る
文
部
省
所
管
の
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
小
学

生
の
国
際
交
流
事
業
「
第
2
3
回
ち

び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

在
日
外
国
人
小
学
生
と
、
行
動

や
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
言

葉
や
習
慣
を
越
え
た
友
情
を
は
ぐ

く
み
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
ま
す
。

期
間
3
月
2
7
日
①
～
4
月
3
日

　

①
（
7
泊
8
日
）

場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
4
6
0
人
（
小
学
校
3
年

　

生
以
上
）

参
加
費
出
発
地
に
よ
り
異
な
り

　

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い

締
め
切
り
3
月
8
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
財

団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

（
〒
1
6
0
－
0
0
0
4
東
京

都
新
宿
区
四
谷
2
1
H
大
村
ビ

ル
3
階
0
3
・
3
3
5
9
・
8

4
2
1
）

…
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　

国
民
年
金
保
険
料

　

国
民
年
金
に
加
入
の
皆
さ
ん
、

保
険
料
は
、
毎
月
末
ま
で
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

も
し
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た

り
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
が
無
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち

ん
と
納
め
て
、
年
金
を
受
け
取
る

権
利
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
、
前
納
制
度
や
口
座
振
替
な

ど
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）

　　　

平成11年10月9日～12日

　

第12回全国健康福祉祭ふくい大会

ねんりんピック’99福井

大野市では

卓球交流大会

が開催されます。

市税の口座振替済通知書

4月から希望者に年1回

　

市では現在、市県民税・固定資産税・軽自動車税・

国民健康保険税の口座振替による納税を進めています。

口座振替では、各税の納期ごとに指定の口座から振り

替えされ、通帳に記載されるとともに振替済通知書が

発行されています。

　

平成11年4月以降の口座振替からは、毎回発行され

ていた振替済通知書を、希望する人に年間分をまとめ、

翌年の4月に発行するようになります。ただし、国民

健康保険税については税の申告に利用できるよう、口

座振替をしているすべての人に年間分をまとめた振替

済通知書を、翌年の1月に発行します。

　

また、軽自動車税で車検に必要な継続検査証につい

ては、すぐに発行されます。

　

振替済通知書の発行を希望する人は、下記へ申し込

んでください。

申し込み・問い合わせ先市役所税務課収税係
（L66・1111内線421）
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駐
‐
オ
ラ
ン
ダ
人
使
が
サ
イ
ン
し
た
皿

山
田
将
雄
さ
ん
（
友
江
）

　

友
江
の
山
田
将
雄
さ
ん
（
瓦
ｔ
七
歳
）
の

宝
は
、
昭
和
四
十
一
（
。
九
六
六
）
年
に
駐

日
オ
ラ
ン
ダ
大
使
だ
っ
た
k
・
H
・
バ
ン
ー

グ
ー
リ
ッ
ク
氏
が
、
サ
イ
ン
し
た
皿
で
す
。

　

昭
和
四
ト
、
年
六
月
ト
ミ
ト
ニ
目
の
両

目
、
「
土
井
利
忠
公
百
年
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
記
念
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
月
十
目
に
市
民
会
館
（
現
在

の
文
化
会
館
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
、

こ
こ
で
は
「
蘭
学
資
料
研
究
会
第
八
回
人
会

・
［
本
英
学
史
研
究
会
第
二
回
大
会
］
が
行

わ
れ
、
バ
ン
ー
グ
ー
リ
ッ
ク
大
使
の
ほ
か
、

東
大
名
誉
教
授
や
東
洋
大
学
長
ら
関
係
者
約

百
人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
こ
の
研
究
会
の
後
に
行
わ

れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
料
理
を
担
当
。
百
人

分
の
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
を
準
備
か
ら
調
理
、

配
膳
ま
で
、
す
べ
て
取
り
仕
切
り
ま
し
た
。

「
ま
だ
二
L
ト
四
歳
で
し
た
。
三
年
間
束
京
で

修
業
を
し
て
き
て
、
家
業
を
継
い
で
間
も
な

い
こ
ろ
で
、
店
の
雰
囲
気
も
変
え
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
し
、
若
か
っ
た
の
で
し
よ
う
ね
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
自
分
か
ら
売
り
込
み
ま

し
た
。
い
ざ
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
百

人
分
の
料
理
に
不
安
も
出
て
き
ま
し
た
が
、

ガ
ム
シ
ヤ
ラ
に
頑
張
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
修
業
完
の
師
匠
や
友
人
な
ど
多
く
の

人
た
ち
の
協
力
で
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
後
、
バ
ン
ー
ゲ
ー
リ
ッ
ク
大

使
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
流
ち
ょ
う
な
日

本
語
で
〃
お
い
し
か
っ
た
で
す
’
と
、
気
さ
く

に
こ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。
記
念
と
し
て
サ

イ
ン
を
し
て
も
ら
っ
た
皿
が
こ
れ
で
す
。
こ

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
私
の
中
で
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
で
、
新
し
い
時
代
へ
の
ス
テ
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
た
事
業
で
し
た
。
こ
の
皿
は
思

い
出
も
深
く
、
い
つ
も
気
持
ち
を
新
鮮
に
し

て
く
れ
ま
す
」
山
田
さ
ん
は
、
大
切
そ
う
に

皿
を
持
ち
上
げ
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

12月1目現住 前I）比

IH：帯数 日州坤1ニ帯 14匪帯

人目 40．955人 △1人

内訳
リj 19．644ノ、 △1入

反 21，311／、 O人

川中川洲
転入 56入 出生 19人

転出 44ノ、 死亡 32人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
ヽド成10年

12月右

ヽド成9年

12）j末
比較

総件数 530件 547件 △□件

人
身

’j「故

件数 191件 157件 34件

死片 2人 4人 △2入

傷片 252K 214人 38人

物損巾故 339件 390件 △引件

表
紙
の
こ
と
ば

　

一
月
十
五
日
、
市
文
化
会
館

で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
百
七
十
四
人
が
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
、
晴
れ
着
姿
な
ど
で

会
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
の
つ
ど
い

で
は
、
新
成
人
代
表
の
浜
田
麻

美
さ
ん
が
力
強
く
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
上
げ
、
新
し
い
門
出
に

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
‐
C
k
I
I

　

二
月
、
古
く
は
如
月
と
い
い

ま
す
。
由
来
は
、
寒
さ
の
た
め

に
、
さ
ら
に
衣
を
着
る
こ
と
か

　
　
　

4
・
4
‐
’
‐
V
χ
j
t
へ
。
￥

　
　
　

一
－
ｔ
一
―
f
M
’
k
・
I
ら
「
着
更
着
」
「
衣
更
着
」
か

ら
と
い
う
説
と
、
「
時
期
（
寒

気
）
更
に
来
る
」
と
い
う
「
気

更
来
」
か
ら
と
い
う
説
が
あ
る

ら
し
い
。
と
も
か
く
、
ま
だ
ま

だ
寒
さ
が
続
き
ま
す
。
風
邪
な

ど
に
十
分
ご
注
意
を
。
（
横
）

厘1見ie

　

現
在
、
愛
読
書
な
ら

ぬ
好
ん
で
見
る
テ
レ
ビ

番
組
が
あ
る
。
こ
の
番

組
は
ご
」
と
わ
ざ
’
の

語
源
や
漢
字
の
読
み
、

意
味
や
政
治
問
題
、
今

話
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式

で
一
般
の
視
聴
者
に
解
答
さ
せ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
▼
解
答
者
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
私
自
身
、
番
組
に

参
加
し
答
え
を
出
す
の
だ
が
正
確
に
は
答
え
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
ご
」
と
わ
ざ
’

や
漢
字
に
関
す
る
問
題
は
お
年
寄
り
が
強
く
、

年
の
功
を
感
じ
さ
せ
る
。
新
語
や
略
語
に
関
す

る
も
の
は
若
い
者
が
強
く
、
時
代
を
感
じ
さ
せ

る
。
そ
の
点
、
政
治
的
な
問
題
は
年
齢
を
問
わ

ず
い
か
に
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
情
報
を
多
く
得

て
い
る
か
に
よ
る
▼
こ
こ
で
例
を
挙
げ
て
み
る

と
、
’
弘
法
も
筆
の
誤
り
’
。
誤
っ
た
字
は
？

「
応
」
の
点
を
一
点
書
き
間
違
っ
た
の
で
あ
る
。

最
初
に
。
目
か
ら
う
ろ
こ
’
を
落
と
し
て
あ
げ

た
の
は
誰
？
イ
エ
ス
ー
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
元

々
”
御
曹
司
’
と
い
わ
れ
た
の
は
誰
？
源
義
経

で
あ
る
。
。
お
ざ
な
り
、
な
お
ざ
り
の
違

い
は
？
そ
の
場
だ
け
の
間
に
合
わ
せ
、
い
い
加

減
に
や
る
こ
と
。
目
本
の
三
人
随
筆
は
方
丈
記
、

徒
然
草
、
枕
草
子
て
あ
る
。
南
、
北
、
中
央
ア

ル
プ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
赤
石
、
飛
騨
、
木
曽
山
脈

を
い
う
。
と
こ
ん
な
問
題
で
あ
る
▼
毎
回
フ
凡

っ
」
「
な
る
ほ
ど
」
と
画
面
に
釘
付
け
に
な
っ

て
い
る
私
で
あ
る
。
あ
る
番
組
名
に
〃
渡
る
財

問
は
鬼
ば
か
り
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
ぶ
し

い
語
源
は
何
だ
っ
た
の
か
、
分
か
ら
な
く
な
り

そ
う
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
5
6
・
・
‐
1
1
・
・
‐
）


	19990201_001
	page1

	19990201_002
	page1

	19990201_003
	page1

	19990201_004
	page1

	19990201_005
	page1

	19990201_006
	page1

	19990201_007
	page1

	19990201_008
	page1

	No.641 19990201 9-16.pdf
	19990201_009
	page1

	19990201_010
	page1

	19990201_011
	page1

	19990201_012
	page1

	19990201_013
	page1

	19990201_014
	page1

	19990201_015
	page1

	19990201_016
	page1



